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あの手この手で考えて、あの手この手で問題解決！

あの この
あの手この手のマークの間のＳはsolution（解決）のＳです。

第109号 2016年８月10日 大和市民活動センター拠点やまと発行

【市民活動にこの人あり】第５回
2012年にネパールを訪問した時

の伊藤さん（右）とＯＫバジさん

共育セミナーとしては異色？のテーマですが、縁あっ

て薬剤師の方から、薬と薬局との上手な付き合い方に

ついて、２回に分けてお話いただくことになりました。

熊本地震の支援に行った体験から、災害時にカルテが

失われたときにお薬手帳が大きな役割を発揮した例な

どご紹介。また、薬の服用の仕方や保管、ジェネリッ

ク薬品についてもお話いただきます（第１回）。

さらに、病院の「門前薬局」から顔の見える「かかり

つけ薬局」への転換を国としても進めているなか、気

軽に相談できる窓口として期待されており、薬剤師の

仕事などもお話いただける予定です（第２回）。

第73回・第74回 共育（ともいく）セミナー

日時：９月17日（土）14:00～16:00

薬との上手な付き合い方

～薬の基礎知識～

10月15日（土）14:00～16:00

薬局との上手な付き合い方

～気軽に相談できる顔の見える関係～

講師：メディスンショップ西口駅前薬局薬剤師

岡﨑久代さん（店長）・井上芳子さん

会場：大和市民活動センター（大和駅南口下車２分）

会費：無料（各回先着25名）

申込：当センターまで（電話 046-260-2586）

備考：メディスンショップ西口駅前薬局さんは、

11/12～13のカッコーフェスタに参加・出店し、

骨量・脳年齢・美肌年齢の測定を実施予定です。

2016年度の表紙は、笹倉鉄平版画ミュージアム主催の
第７回やまと子ども絵画大賞で入賞した作品を掲載します。
テーマは「好きな！楽しみな！学校での地域での行事」。

今号は、「最優秀賞」を受賞した作品です。

矢嶋頼登さんのメッセージ「家から見えるダブル花火大会」矢嶋頼登さん（緑野小４年）

うちのベランダからは花火大会の花火が見られます。それだけでも

うれしいのに、同じ日にちがう場所でやっている花火大会を２つ同時
に見れるので、うれしい気持ちも２倍になってとくした気分になります。

薬＆薬局との上手な付き合い方



◆市 民 活 動 相 談＝８月８・22日(月)・９月12日(月) ※毎月第２・４月曜の10～17時
◆ボランティア相 談＝８月13・27日(土)・９月10日(土) ※毎月第２・４土曜の10～17時
◆パ ソ コ ン 相 談＝８月９・23日(火)・９月13日(火) ※毎月第２・４火曜の14～17時
※予約不要ですが、事前に電話予約していただいた方が、お待たせすることもなく確実です。

お気軽に！

定例相談日

「無念」上映会＋被災地から学ぶ防災

第72回共育セミナー ７月17日(日) 大和市勤労福祉会館ホール

アニメ映画『無念～浪江町消防団物語』
上映会を開催しました。その後「被災地
から学ぶ防災」をテーマに熊本地震の支
援に行った3人の方にお話をうかがいま
した（下記にお話の一部をご紹介）。

午後からは同会場で中高生の夏休みボラ
ンティア体験「このゆびとまれっ！」の
オリエンテーションを開催。終了後は中
高生を対象に再度「無念」を上映。最後
に午前に話のあった外出時の防災心得の
一部を中高生にも紹介しました。

「出張！ボランティア総合案内所」を開催しました

7月19日(火) イオンモール大和

多くの方がボランティア募集情報の掲示板に目を止
め、21名の方が個別に相談をされていきました。

「このゆびとまれっ！」 オリエンテーション
当日は、中学生4名、高校生18名、計22名のボランティ
ア希望者が来場。受入団体から順次オリエンの後、11団
体のブースに分かれて登録しました。当日来られなかっ
た希望者も13名。その後個別に対応して受け入れました。

引地川水とみどりの会は
ＯＧも応援に駆けつけた

●一般社団法人 やまと災害ボラン
ティアネットワーク 市原信行さん
災害対応に対する考え方として「自
助・共助・公助」が言われますが、
公助が来るまでに、ときには数十日
かかることもとあります。水や食料
の備蓄は３日分では足りません。日
常的にも食べるものをなるべく多め
に買っておくなど、自助の力を高め
てほしいと思います。

●NPO法人 よこはま・七つ星
高松清美さん（写真左端）

被災地では女性の立場からの支援も
欠かせません。トイレ・下着・生理
用品など十分な配慮が必要です。ま
た自宅に防災グッズを備えていても
外出時に災害に遭遇することもあり
ます。レジ袋は、骨折時のアームホ
ルダーやベストなど多目的に使える
ため、是非持ち歩いてください。

●デイサービスゆらり大和施設長
野間康彰さん（写真右端）

被災地周辺にはテントなど意外に在
庫がありましたが、被災した人は、
先のことを考えそうそう買えなかっ
たのです。また、物を送って支援す
ると現地の物が売れなくなるという
問題もあります。そこで、支援の方
法として、なるべく現地で物を買っ
て提供するようにしました。

チーム ピースチャレンジャー
による活動紹介



ＯＫバジさん帰国講演会

ネパール地震の現状を語る
ＯＫバジさんこと垣見一雅さんはネパールに移り住んで21年。
村びとたちの話を聞き、教育・健康・生活自立などの問題解
決の支援をしています。その活動の様子は、５月16日にテレ
ビ東京「世界ナゼそこに？日本人」でも紹介されました。是
非、直接ＯＫバジさんの生の話をお聴きください。

日時：７月19日（火）14:00～16:30（開場13:30）
会場：生涯学習センター 207号室

※大和駅北口から北へ徒歩8分
会費：500円

申込：不要（直接会場にお越しください）
主催：認定NPO法人いきいきフォーラム草の根支援

TEL 046-267-3007（伊藤）

だいちゃん渡米して手術成功！
重病の拡張型心筋症に見舞われていた「だいちゃん」こと迫
原大輝ちゃん（１歳）の心臓移植手術が７月15日に無事成功
しました。12日に渡米し、14日に移植待機者リストに登録
したところ、なんと数時間後にドナーが見つかるという幸運。

発症からちょうど１年後の同じ日でした。

当センターも「だいちゃんを救う会」設立時に相談を受け、
全面的に支援をしてきました。それだけに、この朗報はうれ
しい限りです。おかげさまで募金額は３億円を突破しました
が、３億2000万円の目標にはまだ達していません。引き続
き、寄付のご協力をよろしくお願いいたします。

７月19日（火）／晴れ
赤ちゃんが ボランティア？！

イオン大和で開催した出張ボランティア総合案内所に、30

歳代の若いお母さんが赤ちゃんを抱っこして「この子と一

緒に何かボランティアが出来ないでしょうか？」と立ち

寄ってくれました。赤ちゃんのかわいさに他のスタッフが

駆け寄り抱き上げると、まわりから「かわいい」の連発！

（左ページ写真参照）。「お年寄りとのふれあいを」とデ

イサービスをすすめました。施設から「大歓迎です」との

返事をいただき、スタッフ一同当日が待ち遠しいです。

イ ベ ン ト ・ 募 集 情 報

ＯＫバジさんは我が人生の師
伊藤俊郎さん

【市民活動にこの人あり】 第５回

認定NPO法人いきいきフォーラム草の根支援

▲学校の落成式で感謝の印に帽子をプレゼントされた伊藤俊郎さん

2007年は伊藤俊郎さんにとって人生の転機となった年だ。
1941年に生まれ、高校卒業まで奥会津に育った伊藤さん。
東京で大学を卒業後、いすゞ自動車にエンジニアとして就職
し、定年まで勤め上げた。在職中は開発や生産管理に携わり、
トヨタ流「カイゼン」の伝道師として全国を回っていたこと
もある。定年後は、地元の自治会活動には参加したが、国際
貢献や市民活動とは無縁だった。あるとき、同窓会で知り
合った高校の先輩に誘われ、たまたま参加したのがOKバジさ
んの帰国報告会だった。

OKバジさんこと垣見一雅さんは、1990年ヒマラヤトレッキ
ング中に雪崩に遭い九死に一生を得たが、同行したネパール
人ポーターは亡くなってしまった。92年彼の住んでいた村を
訪問。そのあまりの貧しさに、高校の英語教師の職を辞し、
93年山奥の小さな村に単身移住し支援活動を始めた。ランプ

といろりの生活をしながらあちこちの村をまわり、困ってい
ることを聞き出す地道な活動だ。毎年ネパールの雨期に当た
る５月～８月は帰国し、全国各地で報告会を開催し支援を呼
びかけている。バジさんを通じてネパール支援をしている国
内の団体は20に及び、伊藤さんが聴いた報告会を開いたいき

いきフォーラム草の根支援もそのひとつだ。

報告を聴き伊藤さんは衝撃を受けた。「異国に住み込み困っ

た人々の話を聞いて、シロウトなのになんとかしようとして
実際にそれを実現できているのはすごい。まさに現場に学び
『カイゼン』している」。こうして伊藤さんは同会に参加。

翌年には大和で帰国報告会も開催。さらに同年11月にはネ
パールを訪問した。ちなみに同会は毎年訪問団を送っている

が、すべて自費だ。毎月5000円ずつためれば４年に１回は
訪問できるという。そして2012年には2度目の訪問を果たし

た。伊藤さんは「『人は人によって人になる』というが、バ
ジさんはまさにそれを実践している人。援助を通じて人間的
にもどんどん大きくなっている。私にとって人生の師です」
と語る。3度目となる今年11月の訪問を楽しみにしている。

会では、現地で栽培しているネパール紅茶イラムティの販売
でも学校建設の支援をしている。これまで大和で約400人に

買ってもらい40万円を売り上げ、仕入原価半分として20万
円分の支援をした。実は学校（教室）は20万円あればできる
ので、すでに大和市民の力で学校がひとつできた計算になる。

伊藤さんは、市内でもっとバジさんのファンを増やし、人を
思いやる気持ちを広げ、さらに支援していきたいと言う。今

後はいろんなグループに出向き、イラムティを振る舞うこと
を考えている。近いうちに、あなたの会にも、おおらかな風
貌と人柄の伊藤さんが、ふらりとやってくるかもしれない。

平成28年度大和市平和都市推進事業

「戦後70年一番電車が走った」上映会
原爆投下後のわずか３日後、１台の路面電車が焦土の広島を
走り始めた。70年前の実話をもとにNHKがドラマ化。戦地
に赴く男性の代わりに路面電車を任された少女運転士を黒島
結菜さん、全線復旧に向けて奔走する電鉄マンを阿部寛さん
が好演。なお、上映前にヒロシマ平和学習派遣事業の報告会
も開催されます。

日時：８月28日（日）13:30～16:30（開場13:00）
会場：大和市保健福祉センターホール(鶴間駅下車徒歩5分）
会費：無料
主催・大和市・大和市平和都市推進事業実行委員会
申込：大和市国際・男女共同参画課 TEL 046-260-5164

市のホームページからも申込可。保育あり（要予約）

地震対策・家の修繕講座（シリーズ2回目）

家の簡単な修繕なら自分でしませんか?
いつ発生するかわからない大地震。この講座では、正しい知

識と技術を習得して、家の簡単な修繕なら自分でできるよう
になることを目指します。なお、この事業は、大和市の市民
活動推進補助金を受けて実施しています。

日時：８月20日（土）13:00～16:00
会場：大和市民活動センター（大和駅南口より徒歩２分）
内容：①正しい家具転倒防止の方法講習

②ガラスフィルムの貼り方実習
③網戸の張り替え実習
④電動工具の使い方実習

会費：500円（材料費など）※通常は3000円
主催・申込：ハウスメンテ大和／茂木 TEL 046-267-1599

GOOD NEWS



大和市民活動センターは「大和市新しい公共を創造する市民活動推進条例」に基づいて設置されています。

「あの手 この手」 第109号 発行日： 2016年 ８月10日 発行： 大和市民活動センター 拠点やまと

大和市民活動センター ＜開館：月～土 9：00～18：00＞ TEL：046-260-2586 FAX：046-205-5788
〒242-0021 大和市中央 1 – 5 - 1 （大和駅南口より徒歩２分） E-MAIL：yamato@ar.wakwak.com
※祝日も9：00～18：00で開館しています。 URL：http://www.kyodounokyoten.com/

やまもり☆ホッとスクランブル
大和市民活動センターだより

『やまとっこ☆みつけた』

ＦＭやまと
77.7 ＭＨｚ

第1.3.5(火)9～10時
再放送 15時～ 21時～

◆夏至を過ぎて1か月。強烈な日差しが差し込

むようになり、２階の窓の簾を下した。風が

少し涼しく感じられるが、キウィ棚とジャス

ミンに覆われた階下には敵わない。あっぱ

れ！緑のカーテン。 石川

◆地域の少年少女スポーツ大会。去年、うち

の自治会は惜しくも準優勝。今年も決勝戦は

同じ自治会。後攻一点差で優勝した時はお父

さん達も団子で抱き合っていた。裏方の私も

燃えたな～子供は元気の源だ！ 関根

◆「何で記念碑がみんな傾いているのだろ

う？」。どうもその傍の記念植樹が成長して

石碑を動かしていた様です。「記念植樹だか

らこの113年間も生徒を眺めているのか…」。

感心して銀杏の大木を見上げました。 望月

◆「このゆびとまれっ！」が始まりました。

高校１年生がお年寄りとコミニケーションを

スムーズに取るため、詩吟「修学」を一生懸

命覚え１人で朗々と吟じました。夏休みが終

わっても活動を続けるそうです。 櫻井貞代

◆今年の関東の梅雨明けは7月28日と遅かっ

た。その後も突然局地的な大雨が降ったり、

すぐに止んだり、雷が鳴っていたり、いつも

の夏と違う。オリンピックの頃には例年の猛

暑の夏になっているだろうか。 中山

◆歯の詰めものが取れた！急ぎ歯科に行き診

察してもらったが、それを再度入れることは

出来ず、もっと重症の歯も見つかり、しばら

く通院することになった。忙しい時に・・・

と思うが、歯が無くなったら困る。 櫻井み

◆大人気の引地台温水プールに行ってきた。

入場制限のため30分待って、入れたのはよ

かったが、流れるプールは完全に芋洗い状

態！この際芋の気持ちになって、しっかり洗

われて満足してきました。市民活動課／椎木

◆この号が発行される頃はリオ五輪の真っ只

中。東京誘致の際にある人が「スポーツに興

味のない人や嫌いな人にも意味ある五輪に」

と発言していたのが印象に残っています。意

外に忘れられがちな視点ですよね。 徳留
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第269回◆７月５日放送分

「このゆびとまれっ！」受け入れ団体～PART➀～

★やまとっこ☆みつけた★やまとっこ☆みつけた★やまとっこ☆みつけた★やまとっこ☆みつけた★やまとっこ☆みつけた★やまとっこ☆

＜８月の出演団体＞

＜出演しました！＞ 録音ＣＤが大和市民活動センターにあります。

第270回◆７月19日放送分

「このゆびとまれっ！」受け入れ団体～PART②～

サウンドテーブルテニスクラブは、ボランティアに審判や

ボール拾いをお願いしています。「こういうスポーツがあ

ることを広めてほしいと思っています」と高橋ミヤさん。

チームピースチャレンンジャーは、インドで一番貧しい村

の給食プロジェクトを支援するため、インドの子どもたち

が作ったミサンガを袋詰めしてもらい、日本で販売してい

ます。「現地での様子を映像で観た後に作業をすることで

共有意識を高めてほしいです」と蔵田えりさん。

やまと国際フレンドクラブは、外国にルーツをもつ子ども

たちに勉強を教える活動をし、それが居場所づくりにも

なっています。「以前教えてもらった子が教える立場で参

加するなど、いい輪ができています」と長谷部美由紀さん。

引地川水とみどりの会の五味尚生さんは、「海のごみは7

割が川から流れてくるごみ。川で拾わないと細かくなって

海へ流れて拾えなくなります。海洋汚染は以前より深刻に

なっています」と語りました。

ＷＥショップは、寄付された雑貨などを販売し、アジアの

女性の自立支援をしているリユースショップ。「ボラン

ティアの学生さんたちは、活動を理解していただき、楽し

みながらいろいろ経験してください」と大木澄代さん。

大和市芸術文化振興会は、ウィーンホールで「０歳からの

コンサート」を主催し、今回そのお手伝いを女子学生にお

願いしています。「授乳をするお母さんのケアもあります

ので、お母さんになる女子学生さんにとっては、いい経験

になると思います。」と橘和則子さん。

ゆらり大和では、放送の前日、流しそうめんイベントがあ

りました。「地域の人とともに障がいのあるお子さん2人

が参加してくれ、ちょっとづつしかそうめんが取れなかっ

たけど、ちゃんと食べてくれたのが嬉しくて、今朝車の中

で思い出して涙が止まりませんでした」と野間康彰さん。

「学生さんが来るだけで、お年寄りは元気になりますので、

遊び感覚でお手伝いしてほしいと思っています。」

第271回◆８月２日放送
大和南京玉すだれの会
江戸の伝統芸である南京玉すだれや

大道芸・ジャグリングなどを披露し
イベントやお祭りで活動中です。

第272回◆８月16日放送
「このゆびとまれっ！」参加高校生
この夏休みにボランティア体験をし
た高校生４名に、感想・意見・今後
の抱負などを話してもらいます。

第273回◆８月30日放送
未定（８月１日現在）
出演団体を募集中です。生放送です

ので８月30日の朝ＦＭやまとにお越
しいただける団体はありませんか？


